
平成２２年度  入学試験問題

理　　科
第 ３ 回

試験時間は社会とあわせて６０分です。（１１：１０〜１２：１０）

問題は１ページから８ページまでです。

解答はすべて解答用紙に記入してください。

解答用紙に受験番号、氏名を記入してください。

【注　意】
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かっ車や輪じくを使った図１のような装置があります。輪じくには皿Ａ、棒には
皿Ｂ、かっ車には皿Ｃをつけ、おもりをのせられるようになっています。はじめ皿Ｂ
は棒の中央につるしました。かっ車、輪じく、糸、棒、皿の重さは考えないものとし、
かっ車、輪じくはすべてなめらかに動くものとします。

図１

（１）皿Ｂに３００ｇのおもりをのせたとき、棒を水平にするには皿Ａ、Ｃにはそれ
ぞれ何ｇのおもりをのせればよいか、答えなさい。

（２）３００ｇのおもりをのせたまま皿Ｂを棒の左はしから２０cｍのところに動かしま
した。皿Ａ、Ｃにおもりをのせ、棒を水平にしました。それぞれ何ｇのおもり
をのせたか、答えなさい。

（３）（２）の後、棒を水平に保ったまま３cmひきさげました。

① 皿Ａは何cm上がるか答えなさい。

② 皿Ｃは何cm上がるか答えなさい。
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（４）図２のようにかっ車をもちいて４０kgの人が自分の体を持ち上げました。この人
の引く力は何kgですか、答えなさい。かっ車、台やロープの重さは考えないも
のとします。

図２

（５）もとの長さが１０cmの等しいバネＡ、Ｂ、Ｃを用意して、半径３cm、６cm、
９cmの３枚の円板からなる輪じくに図３のようにつなぎました。このときバネ
の長さはすべて１０cmでした。バネＡにつないだ皿におもりをのせたとき、
バネの伸

�

びの比はどうなるか、答えなさい。輪じく、バネ、糸、皿の重さは
考えないものとします。なお、おもりはバネが伸びきらず、また皿が床につか
ない重さとします。
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次の６種類の気体について、答えなさい。

Ａ　酸素　　　　Ｂ　窒素　　　　Ｃ　塩化水素
Ｄ　塩素　　　　Ｅ　水素　　　　Ｆ　アンモニア

（１）においのある気体をＡ〜Ｆよりすべて選び、記号で答えなさい。

（２）水に溶
�

かしたときに、赤いリトマス紙を青く変える気体をＡ〜Ｆより１つ選び、
記号で答えなさい。

（３）二酸化マンガンにある液体を加えると気体Ａが発生します。この液体を次より
１つ選び、記号で答えなさい。

ア．炭酸水 イ．過酸化水素水
ウ．塩酸 エ．アンモニア水
オ．石灰水

（４）気体Ｃを水に溶かして水
��

溶
��

液
��

とし、これにＢＴＢ溶液を加えると黄色になりま
す。この水溶液に、ある水溶液を少しずつ加えていくと緑色になります。加え
る水溶液として適切なものを次よりすべて選び、記号で答えなさい。

ア．りゅう酸　　　イ．食塩水　　　ウ．水酸化ナトリウム水溶液
エ．石灰水　　　　オ．酢

（５）気体Ｆは水酸化カルシウムと塩化アンモニウムを加熱して発生させます。正し
い発生方法を次より１つ選び、記号で答えなさい。

ア．　　　　　　　　　　　　　　　イ．

ウ．　　　　　　　　　　　　　　　エ．

２
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（６）気体Ｆを丸底フラスコの中にため、図４のように装置を組み立てました。スポ
イトで少量の水をフラスコに入れると、ビーカーの水が噴

��

水
��

のように吹
�

き上が
りました。

① この実験から、気体Ｆのどのような性質がわかりますか。その性質を答えな
さい。

② この実験では、ビーカーの水にある溶液を加えておくと、吹き上がる水が
赤くなります。この溶液を次より１つ選び、記号で答えなさい。

ア．フェノールフタレイン溶液　　イ．ＢＴＢ溶液　　ウ．ヨウ素溶液　　　
エ．ムラサキ（赤）キャベツ液　　オ．石灰水

図４
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園子さんは日の光がよく当たっている所にある、池の水を顕
��

微
�

鏡
���

で観察してみるこ
とにしました。水の中にはゾウリムシやＡ〜Ｅの小さな生物がたくさん見られました。
図５のゾウリムシやＡ〜Ｅはそれぞれの生物を異なる倍率で観察し、スケッチしたも
のです。

ゾウリムシ Ａ　　　  Ｂ　　　　 Ｃ　　　　　  Ｄ　　　　  Ｅ

図５

（１）Ａ〜Ｅのうち、水中の酸素を増やす働きを持つ生物をすべて選び、記号で答え
なさい。

（２）図６は園子さんが観察に用いた顕微鏡です。

① 図６のア、イの名前を答えなさい。

② アに１５倍、イに１０倍と書かれているものを使ったときの、顕微鏡全体の倍
率を求めなさい。

③ 図５のＡ〜Ｅのうち、実際のからだが最も大きいものを１つ選び、記号で
答えなさい。
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（３）ゾウリムシを蒸留水や濃
��

度
�

のちがう水溶液に入れると、図５に示した体内の
構造Ｘの活動の様子が変わります。このことについて、園子さんは次のような
観察を行いました。

観察１ ゾウリムシを蒸留水中に入れました。構造Ｘは活発に動いていました。

観察２ 観察１の後、ゾウリムシを０．０５％食塩水に移しかえました。すると
構造Ｘの動きは、観察１のときに比べておそくなりました。

観察３ 観察２の後、ゾウリムシを０．２％食塩水に移しかえました。すると、
構造Ｘはほとんど動かなくなりました。

ゾウリムシは構造Ｘによって、からだの中の濃度が変わらないようにしてい
ます。その調節方法について説明している次の文中の空

��

欄
��

にあてはまる文を、
ア〜エよりそれぞれ１つずつ選び、記号で答えなさい。

観察１のように、ゾウリムシを蒸留水に入れると、体の中の方が体の外に比
べてかなり　　　ので、体内に水が入ってきてしまいます。そこで、構造Ｘを
活発に動かし、　　　。

観察２や３のように、食塩水を０．０５%や０．２％にすると、体内に入る水の量
が少なくなるため、構造Ｘの動きがおそくなります。

ア．こい　　　　　　　　　　　イ．うすい
ウ．体内の水を外に捨てる　　　エ．体内に水を取り入れる

（４）ヒトの体内で、ゾウリムシの構造Ｘと同じような働きをしている器官を次より
１つ選び、記号で答えなさい。

ア．心臓　　イ．腎
��

臓
��

ウ．肝
��

臓
��

エ．小腸　　オ．ぼうこう

ａ
ｂ
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図７のような地層が見られました。

図７

（１）地層を細かく観察すると、ｃ層の中では下の方の粒
��

が小さく、上の方の粒が
大きくなっていました。

① 次の文章は、観察結果から考えられる地層の変化を説明しています。文章中
の空欄に当てはまる語句を正しく組み合わせてあるものをア〜エより１つ
選び、記号で答えなさい。

ｃ層ができたときは粒の大きいものが　　　に、小さいものが　　　に
あった。その後、この土地では横から大きな力が加わって　　　が起こり、
現在の地層ができた。

② 図７中のａ〜f をできた順に並べたとき、３番目と５番目の層をそれぞれ
１つずつ選び、記号で答えなさい。

f
P Q

a

ec

b

d

１ ２
３

１ ２ ３
ア 上 下 りゅう起
イ 上 下 ちん降
ウ 下 上 しゅう曲
エ 下 上 りゅう起

４
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（２）ある別の地域の地層では、できた順に、でい岩、さ岩、レキ岩の層となってい
ました。このことから、この地層ができたときのこの地域の環境の変化につい
て正しく述べているものを、次より１つ選び記号で答えなさい。

ア．海水面が次第に上がった。
イ．火山が噴

��

火
�

した。
ウ．海水面が次第に下がった。
エ．川の流れが次第に遅くなった。

（３）図７中で、P−Q面の上と下では、できた時代が大きく異なっていることがわか
りました。

① このような面を何と言うか、答えなさい。

② このような面はどのような場所で、どのような作用を受けてできたか説明し
なさい。

（４）地層の中には様々な化石がみられます。次の①、②にはそれぞれある共通点が
あります。その共通点をそれぞれア〜カより１つずつ選び、記号で答えなさい。

① サンゴ、ハマグリ、アサリ

② 恐
���

竜
���

、アンモナイト

ア．地層ができたとき、その土地は深い海の底だった。
イ．地層ができたとき、その土地は浅い海の底だった。
ウ．古生代に栄えた生物である。
エ．中生代に栄えた生物である。
オ．新生代に栄えた生物である。
カ．地層ができたとき、その土地で火山の噴

��

火
�

があった。




